












                                   

 
② 地域の文化資産を活かした地域づくりの支援 

県民が、地域の語り部や専門家をはじめ多様な主体と連携・協働しながら、地域

の資産を活用した地域づくりに取り組むことを促進し、人から人、人から地域へと

活動の輪を広げることにより、弱まってきた人と人との絆、人と地域との絆の再生

をはかります。 
 

（主な取組） 

○ 地域住民が主体となった取組をより活性化・定着化させるため、県内各地域に

残る街道等の歴史的・文化的資産を活かしたまちづくり活動を支援します。 
○ 県内各地域おける「まちかど博物館＊」との連絡調整や情報提供など各館を側

面的に支援するとともに各館と連携・協働した取組を実施します。 
○ 地域住民が地域の資産を再認識し、愛着や誇りを持って、これからの地域づく

りに取り組めるよう、地元の多様な主体と連携しながら地域の資産を活用した取

組を行うとともに、史跡斎宮跡がサイトミュージアム＊（史跡博物館）として地

域学習に活用されるよう、史跡東部を中心とした整備を進めます。 
 

 
「三重の自然と歴史・文化」育み、みなさんと「ともに考え、活動し成長する博物館」をめざします 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊文化と知的探求の拠点： 県立の図書館や博物館、美術館、文化会館など、モノや情報という形で知識

や知恵などが集積し、専門性が高く、文化との接点を有し、知的探求を支援する拠点としての性格が強

い文化・生涯学習施設のこと。 
＊文化交流ゾーン： 新県立博物館の整備を契機として、「県民の学び・体験・交流を支える場」となる

よう発展をめざす三重県総合文化センター周辺地域のこと。 
＊まちかど博物館： コレクションや伝統の技、手仕事などを仕事場の一角や個人の自宅などで館長の語

りとともに見ることができる新しい形の博物館のこと。 
＊サイトミュージアム： 斎宮跡の場合は指定面積 137.1ha と広大なため、史跡内各地区の特性に応じ

て整備・活用するという考え方に基づき、史跡全体を博物館として位置づけている。 

県立博物館イメージ図 




